
１
１

－

密
造
酒
を
追
放
し
ま
し
ょ
う

裕
造
棚
の
数
仙
は
年
々
減
っ
て

き
て
は
い
ま
す
か
、
ま
た
火
北
で
一

は
か
な
り
の
吐
か
造
ら
れ
て
い
ま
《

す
。
か
醗
鉢
唖
逝
率
ト
セ
幡
罹
に
沁
聿
一一

棚
な
ど
を
造
っ
た
り
、
版
犯
し
た

り
す
る
述
反
か
Ｈ
雌
っ
て
い
ま
丁

泗
剛
を
造
っ
た
り
、
販
允
す
る

い
〃
画
軸
も
↑
切
り
い
ぞ
恥
始
痙
一

に
は
免
詐
か
必
要
で
す
か
、
免
排

が
な
く
て
も
家
庭
で
、
縦
、
み
か

蓉
紘
畦
価
へ
宝
娠
維
か
猩
瀝
睦
乱
“
一
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’|IIllIlllllllI

I

’

’I’ Ⅱ||ⅡIⅡⅡ111Ⅱ llllIll

まマ幸'■ひ唖ロ●･“､莞，や唖－5~6‐訂‐-~．-~--~－－~‐

発行背森ﾘ11余水町役場 緬柴企画窒

ＩＩＩＩＩＩ
‘

１１
’
１
’
’
’
１
－
１
－
１
－
１
－

１
●
’
’
’
一

１
《

Ｍ
Ⅱ
即
艸
耽
一

脚
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
一

岬
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
二

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
《

Ⅱ
皿
Ⅱ
貼
叩
ユ

Ⅳ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
《

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
《

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
抑
《

Ⅲ
Ⅲ
川
皿
叩
《

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
《

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
川
《

Ⅲ
Ⅲ
川
川
Ｌ

ｌ
△

伽
Ⅱ
叩
Ⅲ
Ⅱ
ユ

Ⅲ
《
Ｉ
（
Ｉ
《

仰
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
《

町
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
《

川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
《

和
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
《

Ｉ
《

Ⅱ
Ⅱ
川
《

Ⅲ
《

一

鐘
繁
篭
ゞ
、
恥
、
琳
燕
黙
熱
琳
燕
燕
燕
礁
斗
雛
、
、
、
対
、
へ
弾
、
、
愚
飛
ぶ
溌
蝋
患
燕

池
畔
船
酉
ｉ

深
糞
戦
職
認
憲
蝿

時
、
管
、
侭
、
侭
、
、
、
、
蝋
ｖ
、
蝋
、
へ
鮫
、
。
、
§
、
や
‘
将
、

罐
，
鱗
一

粘
薄
児
施
設
哉
員
に
は
中
村
（
水
）
氏

必
定
印
丑
〆

一
計
回
Ⅷ
勘
僻
而
僻
搬
醐
毒
抑
醐
船
郷
翔
二

・
・
．
《
、
》
”
〃
〃
一
‐

Ｒ
Ｊ
さ
れ
、
・
・
十
七
Ⅲ
に
一
般
▽
金
木
町
消
防
川
条
例
の
一
部
改
正

第
鯏
溌
剛
縦
雌
州
州
縄
撒
卿
緬
州
沸

十
三
繩
度
一
般
会
帥
決
算
附
級
別
定
数
は
次
の
と
お
り
。
間
踵
一

の
磁
定
な
ど
、
捉
川
さ
れ
人
、
川
川
長
一
・
・
人
、
分
Ｍ
腿
十
五
人
、

た
粂
鍍
案
を
眼
楽
通
り
叩
決
し
州
会
し
剛
分
川
睦
十
五
人
、
部
長
ニ
ト
ニ
人
（
Ｍ

ま
し
た
。

付
祁
踵
七
人
、
分
川
部
隆
十
五
人
）
班

可
決
認
定
さ
れ
た
主
な
鱗
案
は
灰
の
長
三
十
八
人
、
団
幽
二
行
八
十
六
人
）

と
お
り
で
す
。
▽
雌
瞬
土
地
改
良
肝
業
倒
に
対
す
る
一

▽
昭
和
四
’
三
年
度
一
般
会
帥
決
卵
部
口
扣
の
件
（
雌
岱
小
川
川
士
地
改
良

（
内
容
脱
川
は
二
吋
）
邪
堆
余
体
実
施
投
紺
曲
七
百
九
十
六
万

▽
昭
和
四
十
三
年
度
国
民
健
服
保
険
将
丘
千
円
の
二
十
五
％
に
州
当
す
る
額
の

別
灸
汁
決
陳
（
州
堆
勘
定
で
は
雌
入
一
《
・
・
ト
ミ
・
川
％
六
卜
六
刀
六
千
円
を
町

偲
・
下
九
万
一
千
円
、
歳
出
九
千
兀
両
か
仇
川
す
る
も
の
）

八
刀
一
千
円
、
雄
引
両
面
二
’
一
″
円
一
般
間
間
は
白
川
服
肚
郎
、
古
川
竹

の
処
字
、
吹
診
勘
定
で
は
歳
入
一
下
十
犬
、
什
崎
旺
光
、
川
巾
蝋
戯
、
伊
雌
済

価
格

申
込
期
限

申
込
先

こ
の
下
帷
は
、
日
把
式
で
あ
り
ま
す
か
、
ご
吠
知
の
よ
う
に
、
国
・
蝶
の

得
繩
統
誹
賛
料
を
惟
理
・
統
合
し
、
眼
お
よ
び
、
巾
町
村
勢
が
一
Ⅲ
脈
然
で

あ
る
こ
と
か
時
氏
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
・
般
の
″
や
学
化
の
棉
様
に
も
郷

土
資
料
と
し
て
好
嘔
な
も
の
と
し
て
、
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

〃
森
県
民
下
帷
は
、
例
年
映
比
の
ご
好
椰
を
い
た
だ
き
ご
鍵
川
街
か
年
左

期
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
州
和
四
十
肛
年
版
〃
森
叫
雌
下
帷
か
卜
川
叩
伽
発
行
の
逆
び

と
な
り
ま
し
た
。
｜
青
森
県
民
手
帳

１
、
．
‐
，
．
‐
．

昭
和
四
十
五
年
版
，

青
森
県
一

一
部
一
三
○
円

昭
和
四
十
四
年
十
月
三
十
一
日

金
木
町
役
場
企
画
室
統
計
係 申

込
受
付
Ｉ

一
‘
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｊ
Ｉ
ｉ
ｌ
‐
‐
‐
‐
ｌ
ｌ
ｉ
ｊ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
一

一
一
っ
に
胴
刎
沸
き
肺
併
届
艸
刷
抑
＃
帥
三

一
一
あ
す
〃
僻
川
と
火
紺
当
誰
更
求
求
況
一
一

１

か
れ
取
取
叩
た
災
叩
捜
叩
変
附
価
現
へ
’

一
一

カ
ー
。
ど
忘
硲
絡
〃
し
梢
付
き
除
除
所
疋
き
定
き
荷
一
↓

一
一

た
す
か
な
で
／
箇
箇
取
人
溢
交
と
免
免
住
裁
と
蚊
と
唾
一

一
一

一
洲
誕
》
垂
柵
群
独
獅
幽
岬
絲
洲
蹄
撫
蝋
一

一
蠅
伽
》
繊
蹄
》
溌
岬
州
螂
螂
幣
釧
囎
剛
一

一
金
第
険
せ
受
、
と
め
ん
め
を
け
な
た
た
で
年
一
一

一
跡
岬
縦
伽
神
睦
瀧
鋤
榊
幅
帷
蛎
睡
岬
一

へ
叩
峠
詐
乱
雄
推
雌
跡
地
恥
榊
”
岬
枕
叫
惚
一

一
国

８
肋
と
め
ん
加
会
鋤
へ
塞
卿
姓
牝
倣
犬
恥
父
現
一
一

一
一

Ｋ
保
た
納
こ
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
一
｝

（
一宇

眺
叩
ｈ
１
ｌ
叩
ｌ
叩
ｊ
叩
ｊ
り
ｊ
叩
ｊ
叩
ｊ
Ｗ
ｌ
Ｉ
ｊ
叩
ｊ
Ⅱ
ｊ
ｈ
ｊ
叩
ｌ
叩
‐
ｊ
リ
ー
リ
ｌ
リ
ー
リ
ー
リ
ｊ
り
１
町
，
ｌ
リ
ｈ
ｌ
ｌ
り
Ｌ
リ
此
リ
ｈ
ｌ
仰

慈
、
古
川
角
雄
、
沢
川
茂
の
七
談
働
か
な
い
か
、
年
皮
内
に
Ⅲ
ど
を
つ
け
た
い

行
な
い
ま
し
た
。
蘭
疑
応
符
の
喫
胃
は
と
思
っ
て
い
る
）
・

次
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
（
カ
ッ
コ
の
叩
一
、
消
防
職
幽
を
一
般
職
に
す
る
の
は

ぱ
符
介
）
条
例
迎
哩
に
な
ら
な
い
か
。
（
附
勤
油

一
、
蒔
川
小
唯
校
の
校
旺
抵
掻
の
対
鯆
防
川
山
は
・
般
職
の
取
扱
い
を
受
け
る

に
つ
い
て
（
土
地
職
人
の
た
め
の
予
算
の
で
迩
腿
に
は
な
ら
な
い
。
）

両
″
円
を
汁
ｔ
し
た
か
、
所
汀
荷
と
活
。
、
鮮
良
市
小
形
校
の
グ
ヲ
ウ
ン
ト
は

し
合
を
進
め
て
お
り
、
い
趣
に
解
決
し
学
佼
か
ら
離
れ
て
不
仙
な
〃
で
吋
蛎
を

た
い
。
）
た
て
て
ほ
し
い
。
（
那
怖
は
よ
く
解
っ

一
、
金
木
駅
帥
の
帥
装
を
す
べ
き
で
あ
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
い
く
水
仙

る
。
（
淋
好
鉄
道
と
柵
し
合
い
を
し
て
を
解
衲
す
る
。
）

お
り
、
兇
通
し
は
明
る
い
。
）
◇
、
楜
疋
箇
脈
の
祁
仙
に
公
平
を
犬
い

一
、
轡
血
巾
橘
改
沸
の
洲
侮
凹
を
い
急
て
い
る
点
か
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
（
保

に
帥
止
し
て
ほ
し
い
。
（
今
徒
検
付
し
税
は
公
．
ｆ
が
節
一
な
〃
で
椣
而
に
や
っ

て
計
上
し
た
い
。
）
て
い
る
。
）

て
公
共
施
批
の
蚊
地
岡
収
に
ｆ
明
朗
な
お
、
欠
幽
巾
の
公
硴
絞
水
炳
院
細

な
点
が
な
い
か
。
（
擬
会
と
も
川
縦
し
合
縦
凶
に
は
伽
藤
消
慈
縦
此
、
曲
北
八

て
や
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
糀
薄
児
伽
役
糾
合
縦
此
に
は
巾
村
本
典

は
な
い
〈
》
）
縦
山
が
そ
れ
ぞ
れ
″
腸
一
致
で
選
ば
れ

一
、
粥
務
改
僻
は
と
う
な
っ
て
い
る
か
ま
し
た
。

（
Ⅲ
勝
改
坤
委
曲
余
を
つ
く
り
、
検
Ⅱ
ま
た
、
法
務
吋
縦
水
川
惟
所
移
岻
断

し
て
い
る
か
ま
だ
典
休
案
は
き
ま
っ
て
蕊
促
進
特
別
秀
幽
会
（
委
側
睦
沢
川
境
）

い
な
い
。
）
と
消
防
料
投
朏
促
進
時
別
委
曲
会
（
委

一
、
総
合
州
光
帥
側
の
作
成
に
つ
い
凸
災
巾
村
健
吋
）
の
づ
の
時
別
委
興

て
。
（
榊
砿
灸
伊
群
叩
は
ま
だ
で
て
い
会
か
戒
航
し
ま
し
た
。
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昭
和
四
十
三
年
度
金
木
町
一
般
公
緋

決
卯
は
歳
入
三
徳
二
千
九
面
八
十
一
万

・
一
千
円
、
歳
出
三
他
一
千
凹
面
五
十
孔

万
六
千
円
、
差
引
一
千
五
百
弐
卜
五
万

六
千
円
の
照
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伽
年
度
に
比
鮫
し
、
歳
入
は
十
九
・

一
％
、
歳
出
は
十
八
・
星
％
の
伸
び
卒

を
示
し
て
い
ま
す
。
歳
入
歳
出
の
紋
ご

と
の
金
額
は
別
表
の
と
お
り
で
す
か
、

歳
出
を
性
蘭
別
に
分
類
す
る
と
、
人
件

間
が
一
鯉
四
百
十
六
万
八
千
円
で
全
体

の
三
十
三
・
一
％
と
一
番
多
く
、
次
い

で
述
投
郡
染
出
九
千
九
百
九
卜
脚
刀
二

千
円
（
三
十
一
・
八
％
）
、
物
件
賀
四

千
四
百
七
十
四
万
円
（
十
Ⅶ
・
二
％
）

補
助
費
群
二
千
七
十
一
万
三
千
円
（
六

・
六
％
）
、
公
価
蛮
一
千
九
，
九
十
川

万
七
千
円
（
六
・
三
％
）
、
そ
の
他
二

千
五
百
Ⅶ
万
七
千
円
（
八
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
次
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

▽
庁
舎
述
投
賀
一
年
次
分
一
千
五
面
九

燗
年
度
一
般
会
計
決
算

敷｜金額|I“比’

一
千
五
百
万
円
余
の
黒
字

十
川
万
円

▽
金
木
術
院
負
担
金
川
百
八
十
万
円

▽
庁
舎
蚊
地
附
人
出
流
百
十
四
万
円

▽
名
人
ホ
ー
，
《
建
批
助
成
二
十
刀
Ⅲ

▽
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
四
十
五
万
円

▽
川
北
五
術
雌
処
州
組
合
負
拙
金
二
百

四
万
円

▽
腱
巣
椛
造
改
苫
邪
業
間
一
千
三
百
六

十
六
万
円

▽
岡
に
会
助
成
七
十
七
万
円

▽
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
附
入
賀
目
式
十
八

万
円
▽
敷
砂
利
及
び
ヒ
ュ
ー
ム
櫛
附
入
費
三

百
三
十
二
万
円

▽
側
泄
及
び
謹
雌
肛
辨
賀
三
Ⅳ
二
十
脚

刀
円
▽
叫
瞳
縦
附
珊
業
負
扣
金
三
百
六
刀
円

▽
町
営
住
宅
姓
孜
甜
二
千
三
百
三
十
六

万
円
▽
ポ
ン
プ
自
励
巾
附
人
出
一
・
・
両
八
十
万

円▽
鮮
飾
台
新
投
出
四
十
四
万
円

▽
災
Ｗ
復
Ⅲ
出
一
千
百
脚
〃
Ⅲ

〔歳出〕

額|柵戎止I淫
凡
湾
刈,孜

０
戸
３
０
ｑ
〕
８
７
６
へ
。
ｑ
》
４
１
ｑ
〉
Ｆ
Ｄ
（
Ｕ
《
ｂ

４
ｑ
〕
４
７
５
２
１
Ｒ
〕
６
へ
Ｚ
４
Ｉ
Ｒ
〕
Ｒ
〕
Ｆ
Ｄ

４
０
４
‐
？
」
〔
Ｕ
勺
』
Ｉ
（
け
Ｆ
Ｄ
《
ｂ
ｎ
ｄ
ｑ
〕
ｑ
）
（
ｂ
Ｆ
３

Ｂ
ｐ
９
■
６
勺
■
。
■
０
■
Ｂ

ヘ
ノ
坐
（
院
Ｕ
（
×
Ｕ
〈
ｈ
Ｕ
々
４
‐
守
ｊ
－
〔
式
〕
〈
Ⅱ
〕
「
パ
）
Ｏ
Ｉ
Ｉ
（
ｕ
Ｊ
Ａ
４
‐
〃
吋

１
Ｉ
ｎ
ｘ
Ｕ
ｎ
／
』
ｎ
Ｊ
Ｒ
Ｊ
１
ｌ
ｑ
Ｊ
、
１
１
１
１
分
Ⅱ
Ｉ３

‘瀧・会出
総務出
民生曲

術生岱

労伽出

股林/k雌堆曲
l卿［出

｜弓水黄

消防岱
教行尚

災沓復Ill出
公価尚

詣支出金

一ゾ伽間

合計

ｕ
３
０
９

４
７
９
１

２

金
木
町
体
″
つ
く
り
運
動
推
進
協
議

会
宴
・
止
武
咄
会
長
）
と
金
木
川
体
育

協
会
（
陳
川
一
実
会
長
）
が
主
催
し
た

Ｈ
水
火
学
体
育
会
体
搬
部
の
棋
範
演
技

会
は
九
川
二
十
八
Ⅲ
金
木
商
校
体
育
航

で
打
な
わ
れ
、
盛
況
で
し
た
。

来
町
し
た
Ｈ
大
体
行
会
の
一
行
は
、

浜
中
一
泰
川
陸
以
下
、
束
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
体
操
総
合
健
勝
者
遠
藤
雅
雄
選
手

つ
り
斑
陞
勝
者
早
川
屯
次
選
手
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
強
化
進
捗
大
原
健
刈
選
手
、

同
じ
く
稲
行
沽
ｆ
逃
乎
ら
八
人
で
す
。

８
５
０
４
２
８
４
５

０
２
７
３
２
３
６
１

１
１
１

遠
藤
選
手
ら
妙
技
披
露

ｌ
体
操
棋
範
波
技
会
Ｉ

100､O
一一一

澗
技
会
は
午
後
一
時
半
か
ら
町
内
各

学
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
午
後
一
・
時
半

か
ら
は
一
般
を
対
象
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
速
滕
避
卜
の
解
脱
で
、
郡
仙
体
操

あ
ん
馬
、
平
術
柞
、
平
均
台
、
鉄
搾
な

ど
、
次
女
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
妙
技

に
観
衆
は
朧
ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。青

色
巾
告
の
お
す
す
め

叩
衿
納
税
制
陛
か
円
渦
に
行
な
わ
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
納
税
折
か
一
定

の
帷
繩
を
伽
え
て
〃
川
の
敗
州
を
岻
硴

に
帷
輝
に
細
趾
し
て
い
る
陽
介
に
は
、

所
好
の
誹
卯
″
仏
を
は
じ
め
、
い
ろ
い

ろ
の
特
典
か
受
け
ら
れ
る
″
色
川
竹
制

度
か
役
け
ら
れ
て
い
ま
す
ｃ

慨
巣
朋
榊
の
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、
恢

師
や
弁
迩
上
な
ど
自
川
堆
い
か
た
、
ア

パ
ー
ト
絲
桝
な
ど
の
不
動
雌
災
の
か
た

や
峨
莱
の
か
た
で
、
ま
だ
〃
色
叩
杵
を

し
て
い
な
い
か
た
は
、
・
川
も
い
く
〃

色
巾
併
折
と
な
り
、
吋
仏
叩
杵
の
時
肌

を
柄
川
し
て
、
合
叫
的
な
納
税
を
側
り

ま
し
よ
う
。

（
五
所
川
原
税
務
署
）

ご
旅
行
、
川
稼
ぎ
秤
で
Ⅲ
外
に
川
ら

れ
る
時
は
、
地
叱
の
た
ば
こ
牌
か
ら
お

問
い
求
め
下
さ
い
。

電
卜
本
人
一
個
に
つ
い
て
、
卜
：
◇
リ

ト
八
銭
か
、
た
ば
こ
消
甜
税
と
し
て
町

の
収
入
に
な
り
、
特
さ
ん
の
咄
椚
と
町

の
い
ろ
い
ろ
な
州
堆
に
役
収
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

金
水
郵
便
肋
に
一
‐
為
僻
貯
金
窓
川
公

紺
機
」
か
、
は
い
り
ま
し
た
。

こ
の
会
緋
機
は
、
い
ま
ま
で
ソ
Ⅷ
ハ

ン
什
卯
と
手
州
き
の
蜥
務
を
、
岡
時
に

処
川
す
る
機
械
で
す
。
窓
Ⅱ
の
待
ち
時

間
は
、
ぐ
ん
と
少
な
く
な
る
で
し
ょ

愚
〃
Ｏ

な
お
、
貯
金
辿
帷
も
小
咄
で
ス
マ
、
－

ト
な
も
の
に
煙
わ
り
、
い
ま
ま
で
の
皿

脹
の
余
円
が
な
く
な
っ
た
も
い
か
ら
服

に
、
断
し
い
も
砂
に
取
り
件
え
ら
れ
ま

す
。

た
ば
こ
は

町
内
の
店
か
ら

郵
便
肋
に
も

会
汁
機
幾
場

【
郵
便
局
に
入
っ
た
会
計
機
】
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１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

■
・
・
１
１
１
１１１１

金
木
町
長
三
上
武
男

の
か
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
一
行
は
到
滴
当

日
０
０
０
日
０
，
■
■
■
０
４
日
■
Ｂ
■
■
■
０
０
０
■
０
９
８
０
６
８
日
１

日
、
そ
の
海
上
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
を

一
国
際
的
港
町
ホ
ン
コ
ン
一

．
‐
‐
‐
，
，
１
１
．
‐
・
‐
‐
‐
‐
…
！
．
‐
・
・
：
一
食
べ
た
が
、
広
東
料
即
で
、
こ
れ
は
ま

台
北
飛
行
場
か
ら
約
一
時
側
で
ホ
ン
た
台
湾
と
州
当
の
述
が
あ
る
。
そ
こ
で

コ
ン
港
に
猫
く
。
九
池
半
励
の
先
端
と
は
海
中
に
樋
を
沈
め
、
そ
の
中
に
タ
イ

ホ
ン
コ
ン
脇
を
合
せ
て
普
通
ホ
ン
コ
ン
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
を
飼
っ
て
、
お
客
様

と
呼
ん
で
い
る
ら
し
い
。
人
口
約
四
百
に
兄
せ
て
、
そ
れ
を
直
ち
に
料
理
し
て

万
と
称
せ
ら
れ
、
山
の
辿
っ
て
い
る
港
食
べ
さ
せ
る
仕
組
で
あ
る
。
特
に
エ
ビ

町
な
の
で
日
本
の
函
舘
を
大
き
く
し
た
は
胴
の
踵
さ
三
○
セ
ン
チ
以
上
、
ヒ
ゲ

よ
う
な
所
で
あ
る
。
ホ
ン
コ
ン
は
英
側
の
長
さ
は
山
○
セ
ン
チ
位
も
あ
る
。
誠

の
統
治
権
下
に
あ
る
か
、
や
は
り
中
岡
に
兄
邪
な
も
の
だ
。

人
か
大
部
分
で
、
直
感
的
に
は
中
国
の
と
こ
ろ
が
一
行
が
飯
琵
食
べ
て
い
る

町
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
側
に
中
国
人
の
子
供
や
老
鮒
が
来
て
銭

立
派
な
近
代
都
市
で
商
刑
建
築
物
は
を
乞
う
。
町
か
ら
海
上
レ
ス
ト
ー
ソ
ン
に

櫛
の
歯
の
よ
う
に
そ
び
え
て
い
る
。
緋
来
る
に
は
手
抑
の
舟
を
利
川
す
る
の
だ

地
は
な
く
、
工
業
と
て
も
石
油
位
の
も
が
、
こ
の
操
縦
者
が
海
上
能
活
者
ら
し

の
で
あ
る
が
、
さ
す
が
に
世
界
的
な
商
い
。
二
歳
か
三
歳
位
の
子
供
が
パ
ン
ツ

業
都
市
の
観
は
あ
る
。
雌
民
ア
パ
ー
ト
一
枚
で
舟
の
上
に
布
団
も
な
い
所
で
ス

街
と
云
う
の
が
あ
っ
て
、
七
階
、
八
階
ヤ
ス
ヤ
眠
っ
て
い
る
の
も
処
受
け
ら
れ

の
大
き
な
ア
パ
ー
ト
が
何
十
棟
も
立
ち
た
。

並
ん
で
い
る
。
ホ
ン
コ
ン
の
下
咽
断
級
食
蜥
が
終
っ
て
か
ら
バ
ス
で
ホ
ン
コ

即
ち
中
国
人
の
難
民
を
町
盤
即
の
為
め
ン
の
商
い
所
へ
上
っ
て
硬
段
を
見
た
が

一
カ
所
に
ま
と
め
る
為
め
に
造
っ
た
と
こ
れ
が
ま
た
す
ば
ら
し
い
。
正
に
倣
界

い
う
。
そ
の
数
は
数
十
万
人
に
も
及
ぶ
一
で
し
ょ
う
。
台
湾
は
車
は
左
ハ
ン
ド

と
い
う
。
ホ
ン
コ
ン
の
中
国
人
は
税
金
ル
で
人
も
車
も
右
側
通
行
だ
が
、
ホ
ン

を
あ
る
程
度
ま
で
納
め
な
け
れ
ば
独
自
コ
ン
は
行
ハ
ン
ド
ル
が
多
く
奄
部
か
左

で
家
を
持
つ
邪
は
出
来
な
い
制
度
に
な
側
通
行
、
し
か
も
叩
催
先
と
の
聯
だ
。

っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
中
は
兄
な
か

っ
た
が
ア
パ
！
ｒ
の
中
に
は
バ
ー
も
あ
一
宝
の
山
虎
彪
閣
一

れ
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
あ
り
、
（
ｊ
の
隣
”
‐
‐
‐
，
．
…
！
。
‐
，
‐
，
。
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

は
小
学
校
に
な
っ
て
い
る
所
も
あ
る
と
ホ
ン
コ
ン
で
は
、
満
な
虎
彪
側
と
い

の
州
で
あ
る
。
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
に
は
中
友

公
開
し
な
い
と
の
鞭
だ
が
、
一
行
を
案

一
海
上
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
一
内
し
た
通
訳
の
人
が
特
別
そ
こ
の
癬
人

と
親
し
く
し
て
い
る
と
の
邪
で
特
に
兄

ホ
ン
コ
ン
に
は
海
の
上
に
大
き
な
舟
物
さ
せ
て
世
っ
た
。
山
を
崩
し
て
処
て

を
浮
か
べ
た
海
化
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
た
も
の
た
が
余
く
の
沸
石
な
の
で
崩
し

護

篝

(下）

た
跡
に
色
々
彫
刻
か
施
し
て
、
そ
の
雌
か
叶
い
か
ら
部
喘
に
入
れ
ば
川
ち
に
止
コ
式
、
そ
の
他
三
・
一
・
・
椰
伽
あ
る
。
椚

物
ｎ
体
は
全
部
宝
物
で
川
来
て
い
る
。
締
、
ズ
ボ
ン
を
脱
い
で
靴
、
靴
ド
も
と
に
よ
る
と
ハ
ク
チ
職
紫
の
人
た
ち
、
あ

三
○
セ
ン
チ
に
六
○
セ
ン
チ
位
の
透
し
っ
て
ス
リ
ッ
ハ
を
は
く
の
で
す
か
、
似
る
い
は
金
か
あ
り
あ
ま
っ
て
い
る
人
た

彫
で
メ
ノ
ー
の
嫌
な
悩
石
だ
か
、
こ
れ
際
郁
巾
ホ
ン
コ
ン
の
ホ
テ
ル
に
ス
リ
ソ
ち
ば
一
晩
に
側
面
〃
川
も
伽
勝
山
を
ゃ

・
一
枚
で
何
千
万
円
も
す
る
と
い
う
。
こ
ハ
が
な
い
の
は
、
や
は
り
外
川
人
は
堰
る
と
の
桝
だ
。

れ
こ
そ
ほ
ん
と
う
の
蝋
の
山
だ
。
胡
文
る
時
以
外
は
靴
は
脱
か
な
い
か
ら
で
し
〈
！
一
つ
は
犬
の
競
走
賜
が
あ
る
。
州

虎
、
胡
又
彪
一
・
人
の
兄
弟
か
別
荘
と
し
よ
う
。
何
惇
の
敬
い
も
な
く
ｖ
利
な
よ
当
砿
い
場
所
で
ス
タ
ン
ド
も
鵬
く
立
派

て
雌
て
た
も
の
で
、
こ
の
二
人
は
世
界
う
で
す
が
衙
術
の
差
か
あ
ま
り
に
苫
し
で
あ
る
。
走
脇
の
川
り
を
畑
戴
仙
掛
け

的
に
も
付
名
な
金
持
ち
だ
と
い
う
。
な
い
の
で
台
湾
よ
り
は
蠅
な
感
じ
で
す
。
で
兎
を
上
ら
せ
、
そ
れ
を
追
っ
て
犬
か

ん
で
も
皿
Ⅱ
、
偽
札
を
造
っ
て
怖
け
た
と
ホ
ン
ュ
ン
か
ら
水
中
翼
船
で
約
一
時
競
雌
す
る
競
技
で
あ
る
。
人
は
全
く
付

い
う
岬
も
あ
る
。
間
で
マ
カ
オ
に
描
き
ま
す
。
距
離
は
大
い
て
い
な
い
の
で
、
八
面
睦
か
け
ひ
き

体
六
○
キ
ロ
、
従
っ
て
水
中
渕
船
の
時
な
し
の
競
技
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
馬
券

》
安
い
物
価
一
速
墜
ハ
○
キ
ロ
と
い
う
猟
に
な
る
。
災
な
ら
ぬ
犬
券
を
闘
っ
て
、
そ
の
季
齢
に

に
い
い
も
の
だ
。
そ
こ
の
案
内
人
の
側
は
大
賑
い
を
鼎
す
る
と
の
伽
で
．
あ
る
。

９
６
日
４
０
９
■
８
０
１
日
Ⅱ
０
■
０
６
１
日
０
６
日
ｄ
Ｂ
Ｕ

物
仙
の
安
い
の
に
は
鮪
く
。
関
税
は
ぱ
丹
本
語
が
実
に
上
手
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
た
マ
カ
オ
で
は
仙
界
の
刷
伽
巾
競
技

や
く
不
喫
と
の
邪
。
金
塊
、
阿
片
刀
密
‐
に
一
千
歳
位
の
娘
か
一
人
、
こ
れ
は
あ
か
行
な
わ
れ
る
と
の
伽
。
こ
れ
の
走
路

獄
助
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
と
い
う
。
ん
ま
り
ｎ
本
研
は
う
ま
く
な
い
が
、
川
は
通
附
の
通
路
で
、
季
節
に
は
北
路
に

オ
メ
ガ
の
時
帥
は
二
万
五
千
円
位
、
こ
本
人
だ
と
い
う
。
外
国
で
生
れ
て
外
側
噺
る
道
路
は
余
部
通
行
止
め
に
な
り
、

れ
は
日
本
で
は
五
、
六
刀
円
は
す
る
で
で
行
っ
て
い
る
の
で
将
来
Ⅱ
本
人
観
光
Ⅱ
水
の
車
は
非
常
に
優
秀
で
、
今
年
の

し
よ
う
。
ジ
ョ
ニ
ー
ウ
オ
ー
力
の
黒
と
客
の
ガ
イ
ド
に
な
り
た
い
為
め
Ⅱ
本
舗
大
会
に
は
恐
ら
く
Ⅱ
水
か
優
勝
す
る
と

い
え
ば
ウ
エ
ス
キ
ー
の
雌
止
へ
四
合
ビ
の
勉
強
を
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
と
の
評
判
が
間
か
つ
た
。
人
川
四
十
″
の

ン
一
本
川
本
で
一
万
円
以
上
の
も
の
か
こ
ろ
か
一
行
は
青
森
雌
人
ば
か
り
で
〃
そ
の
脇
に
は
見
る
べ
き
雌
業
は
祭
く
な

た
っ
た
二
千
円
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
宝
商
丸
川
し
な
の
で
日
本
研
の
勉
強
に
は
い
。
従
っ
て
そ
こ
の
人
は
ゞ
ハ
ク
チ
と

石
類
、
万
年
飛
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
実
に
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
犬
、
車
の
レ
ー
ス
を
兇
に
来
る
観
光
容

安
い
、
と
こ
ろ
が
日
本
に
持
ち
鼎
り
出
日
本
人
で
な
い
と
思
っ
た
か
も
知
れ
ま
の
落
し
た
金
で
生
活
を
支
え
て
い
る
ら

来
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
せ
ん
。
し
い
。

総
じ
て
ホ
ン
コ
ン
は
非
端
な
金
物
ち
マ
カ
オ
は
人
Ⅱ
川
十
万
と
称
せ
ら
れ
台
湾
、
ホ
ン
コ
ン
、
マ
カ
オ
と
、
眼
と

か
ら
非
附
な
衙
乏
人
ま
で
そ
の
差
の
甚
子
供
、
女
が
六
別
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
し
て
巾
刷
人
の
剛
だ
が
、
尚
湾
川
洽
、

珪
札
如
池
切
紗
跡
形
雌
紳
恥
札
症
州
権
群
蓉
葎
》
帥
作
州
乱
吐
叺
碓
矩
時
碓
巻
英
領
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
と
、
外
国
を
廻

に
多
い
か
と
い
う
冊
、
中
国
人
は
下
屑
ユ
ソ
に
働
き
に
行
っ
て
い
る
為
め
だ
と
っ
た
訳
だ
が
、
初
め
て
川
本
の
図
の
良

生
活
に
耐
え
〃
る
強
さ
と
い
う
よ
う
な
い
う
。
雁
の
休
み
時
間
に
な
れ
ば
子
供
さ
か
し
み
じ
み
と
感
じ
・
ら
れ
た
。
一
・
Ｈ

－
ｆ

も
の
を
持
っ
て
い
る
の
か
ひ
し
ひ
し
と
た
ち
は
牌
通
路
に
出
て
水
彩
を
探
し
て
も
り
く
入
学
駁
励
や
、
こ
れ
か
ら
予
知

感
じ
ら
れ
る
。
ホ
ン
コ
ン
の
住
民
は
中
憩
う
の
で
、
道
路
は
子
供
た
ち
で
一
杯
さ
れ
る
安
保
騒
肋
、
交
油
聯
故
を
な
ぐ

共
派
で
も
な
け
れ
ば
台
湾
派
で
も
な
い
だ
。
し
、
も
っ
と
も
っ
と
住
み
よ
い
川
本
を

よ
う
で
あ
る
。

作
り
止
げ
た
い
も
の
だ
。

ホ
ン
コ
ン
は
台
湾
よ
り
も
つ
と
将
い
一
公
認
賭
椰
場
の
あ
る
マ
カ
オ

以
止
雑
多
に
価
感
し
た
州
を
州
き
哩

所
で
、
Ｈ
中
は
恐
ら
く
三
十
七
、
八
度
・
‐
・
Ｉ
，
‐
…
・
・
！
：
‐
・
‐
‐
Ｉ
‐
・
‐
。
！
‐

は
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
一
行
の
泊
っ
マ
カ
オ
に
は
川
界
的
に
打
汽
な
公
認
ね
た
か
、
学
ぶ
べ
き
点
も
あ
り
、
ま
た

た
ホ
テ
ル
は
、
ち
ゃ
ん
と
冷
吋
か
き
い
賭
仲
場
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
巾
に
人
ま
ね
て
は
な
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
の

て
い
て
誠
に
し
の
ぎ
や
す
か
っ
た
。
た
っ
て
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
兇
た
が
、
千
円
で
．
よ
い
も
の
を
雌
か
し
て
、
今
後
川

だ
、
出
様
な
の
は
部
離
に
人
っ
て
も
ス
位
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
負
け
て
し
ま
つ
政
迩
洪
に
反
映
せ
し
め
、
住
み
よ
い
郷

リ
ッ
パ
か
な
い
こ
と
。
わ
れ
わ
れ
は
外
た
。
１
半
式
、
ヨ
ン
ョ
シ
式
、
パ
チ
ン
ｔ
雌
投
に
努
″
す
る
考
え
で
あ
る
。
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ＩＩｉｌｌｌｌｌｉｌｌｌｌｌｌｌ
叩
Ⅲ
Ⅱ
叩

Ⅱ
岫
叩
即
叩

Ⅱ
軸
冊
Ⅱ
Ⅱ

師
即
町
Ⅱ
Ⅱ

叩
叩
Ⅱ
Ⅱ
叩

珈
Ⅶ
皿
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
叫

伽
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
川

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
卿

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
川Ｉ

住
宅
金
融
公
叩
で
は
、
住
宅
に
川
っ

て
い
て
、
し
か
も
処
粟
す
る
に
は
衝
金

が
允
分
で
な
い
〃
に
建
築
に
典
す
る
費

金
を
衝
付
け
し
て
い
ま
す
。

股
川
漁
村
住
宅
、
一
般
個
人
化
も
、

金
木
桝
林
群
で
は
、
六
月
か
ら
問
貯

木
場
に
庁
舎
の
新
築
上
珊
を
進
め
て
い

ま
し
た
か
、
こ
の
ほ
ど
光
成
し
ま
し

た
。
新
庁
舎
は
、
工
出
一
千
九
十
八
刀
円

で
、
木
造
モ
ル
タ
ル
一
部
二
階
迦
て
、

延
べ
而
戟
六
百
七
十
七
平
″
メ
ー
ト
ル

（
二
両
四
坪
）
・
一
階
は
僻
務
顎
、
料

踵
室
、
会
議
竈
、
休
憩
宗
、
二
陪
は
入

札
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

落
成
式
は
十
月
三
十
八
日
、
三
１
日

に
新
庁
舎
に
移
蛎
す
る
予
定
で
す
。

【
営
林
署
新
庁
舎
】

住
宅
金
融
公
叩

盗
金
利
用
に
つ
い
て

金
木
歓
林
料
の

新
庁
舎
完
成

金
木
町
展
業
協
同
糾
合
（
中
村
健
州

糾
合
陸
）
で
は
、
六
川
か
ら
沢
部
地
区

に
Ｌ
堺
費
二
千
五
百
五
１
万
円
で
準
低

温
、
雌
の
雌
投
を
進
め
て
い
ま
し
た
か

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
卜
Ｈ
三
日
、
関
係

住
宅
改
良
な
ど
の
貸
金
か
あ
り
ま
す
か

一
般
個
人
住
宅
（
木
造
）
資
金
を
例
に

と
る
と
、
資
付
け
限
度
額
は
七
十
二
万

円
、
償
還
期
閲
は
十
八
年
、
利
率
は
年

五
分
五
臓
、
七
十
睾
刀
円
借
り
た
場
合

の
征
月
の
悩
迩
額
は
六
千
七
百
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
住
宅
改
良
賛
金
の
鋪
二
Ｍ
申

込
期
限
は
十
月
十
五
日
で
、
一
般
個
人

住
宅
及
び
腰
山
漁
村
住
宅
資
金
の
叩
込

期
限
は
十
・
一
月
三
十
七
Ｈ
ま
で
に
延
踵

に
な
り
ま
し
た
。
‐

こ
れ
ら
の
賛
金
を
利
川
し
た
い
力
で

も
っ
と
く
わ
し
く
知
り
た
い
″
は
、
役

場
雌
投
探
の
係
ま
で
お
い
で
下
さ
い
・

準
低
温
倉
脈
完
成

【
完
成
し
た
準
低
温
倉
庫
】

ｌ
金
木
農
協
Ｉ 川

申
一
保
険
税
三
期
一

個
人
一
一
一
一

一
ｆ
Ｊ
ｒ
■
９
Ｆ
ｒ
■
Ｕ
Ｊ
ｒ
■
０
Ｊ
Ｆ
』
■
５
Ｊ
ｐ
■
ｑ
ｆ
ｐ
』
■
画
ｆ
，
■
７
Ｊ
Ｉ
ｂ
８
ｒ
ｆ
ｂ
Ｕ
Ｊ
ｆ
■
ｑ
Ｂ
ｆ
ｉ
■
ｑ
Ｊ
Ｉ
▲
■
８
Ｆ
ｒ
凸
■
Ｕ
ｆ
Ｐ
Ｌ

叩
込
延
踵
荷
・
一
百
人
が
集
ま
り
Ｍ
ｎ
叩
で
落
成
式

を
行
な
い
ま
し
た
。

力
で
Ｍ
ｎ
雌
は
、
七
百
九
十
一
平
″
メ
ー

、
役
ト
ル
（
二
面
三
十
九
坪
）
の
規
椣
で
、

｜
い
・
米
一
千
丘
百
六
十
二
ト
ン
（
二
万
五
千

‐
．
俵
）
の
収
容
能
″
が
あ
る
。

秋
は
且
の
あ
つ
さ
か
わ
州
放
さ
れ
て

か
ら
だ
の
洲
子
が
く
る
っ
て
、
つ
か
れ

や
す
か
っ
た
り
砿
の
具
合
が
わ
る
か
っ

た
り
す
る
季
節
で
す
。
里
パ
テ
を
Ⅲ
復

し
き
び
し
い
冬
を
む
か
え
る
準
術
を
す

る
の
も
秋
で
す
。

ま
ず
栄
養
を

消
化
が
よ
く
、
た
ん
白
質
を
多
く
ふ

く
ん
だ
食
物
を
と
っ
て
、
体
力
を
、
礎

す
る
こ
と
か
ま
す
大
切
な
こ
と
で
す
。

柵
雌
に
は
牛
乳
・
卵
・
魚
・
肉
・
チ
ー

ズ
・
大
豆
製
仙
な
ど
を
允
分
に
と
り
い

れ
ま
し
ょ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
か
不
足
す
る
と
疲
労
を

感
じ
、
だ
る
さ
か
の
こ
り
ま
す
の
で
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
１
を
多
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

た
ん
白
間
の
多
い
食
べ
物
に
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
と
り
合
わ
せ
、
脂
肪
も
過
当

に
つ
か
う
よ
う
な
か
た
よ
ら
な
い
食
州

に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
の
健
康

冬
の
、
仏
染
摘
に
は
、
両
日
ゼ
キ
．

一
十
月
の

一
一

一
町
県
民
税

一
一

一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
《
一

一
一
一
一

一
十
月
の
納
税
一

一
一
一
一一

一

一
町
県
民
税
三
期
一
一

一
一
一
一

１
１
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ

秋
か
ら
冬
に

か
け
て
の
健
康

七
・
八
・
九
月
届
出
分

生
ま
れ
た
人

☆
三
ｋ
素
美
子
（
服
地
長
女
）
神
朧

☆
白
川
暁
美
（
秀
行
壁
女
）
川
、

☆
松
唯
久
美
子
（
茂
辿
２
女
）
新
橘
川

☆
的
川
番
敞
（
栄
作
腿
女
）
昭
和
川

☆
火
桶
ゆ
か
り
（
篭
長
女
〉
神
川
卯

☆
Ⅲ
滕
鯉
篤
子
（
金
光
長
女
）
藤
枝

☆
中
谷
砿
美
（
雁
２
女
）
川
、

☆
祁
脇
洋
志
（
仰
瞬
腱
叫
）
柳
川
川

☆
獅
川
満
：
（
定
心
睦
Ｗ
）
昭
和
町

☆
山
川
一
淀
（
陸
奥
秘
災
Ⅶ
）
沢
部

☆
棚
災
順
文
（
子
犬
２
呪
）
水
川

☆
川
Ⅲ
英
和
ｒ
（
行
政
腔
喫
》
北
断
町

☆
巾
谷
芙
忠
壬
（
利
瞳
瞠
父
）
川
、

☆
叩
山
千
秋
（
椣
⑳
２
度
）
米
川

☆
湫
脇
典
ｆ
（
勝
災
隆
女
）
川
端
川

ジ
フ
テ
リ
ア
な
ど
か
あ
り
ま
す
。
こ
の

予
防
の
キ
メ
手
は
、
予
防
擬
祁
で
す
。

秋
の
う
ち
に
ぜ
ひ
予
防
接
繩
を
う
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
冬
の

間
、
安
全
に
こ
ど
も
を
守
る
よ
う
に
配

慮
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
、
赤
痢
の
予
防
を

秋
に
は
、
食
叩
賑
・
亦
荊
も
多
く
、

ゆ
だ
ん
で
き
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
な

ま
も
の
は
さ
け
て
、
火
を
と
お
し
た
捌

即
法
に
し
ま
し
ょ
う
。
地
味
な
こ
と
で

す
か
、
捌
州
の
Ⅲ
、
川
使
の
あ
と
に
は

石
け
ん
を
つ
か
っ
て
Ｔ
、
と
く
に
脂
先

折
の
あ
い
だ
、
つ
め
な
ど
を
洗
う
こ
と

か
川
か
ら
入
る
仏
染
摘
を
防
ぐ
キ
メ
下

に
な
り
ま
す
。
ふ
き
ん
、
ま
な
い
た
も

熱
揚
を
か
け
て
洗
い
、
ふ
き
ん
は
Ⅲ
光

に
あ
て
て
消
澁
し
ま
し
ょ
う
。
新
鮮
な

も
の
を
、
消
潔
に
洲
州
し
、
い
く
た
べ

て
、
食
巾
迩
・
亦
蜘
を
ふ
せ
ぎ
ま
し
ょ

一
つ
○

。
■
ｒ
グ
。
毛
０
ゴ
マ
も
０
〃
■
１
日
ｒ
ｐ
Ｄ
ａ
〃
Ｄ
Ｕ
Ｇ
■
●
寸
■
夕
４
Ｆ
６
■
Ｇ
Ｆ
Ｆ
ｅ
Ｇ
■
凸
■
も
１
つ
■
や
寸
夕
●
○
十
グ
田
、
守
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